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年
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な
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納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

　

年
度
軽
自
動
車
税
の

２９納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

児
童
の
居
場
所
づ
く

児
童
の
居
場
所
づ
く
りり
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新
入
社
員
な
ど
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対
す
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防
火
防
災
教
育
を
実
施
し
ま
し
ょ
ううううううううううううううう

東
京
都
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
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害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害
ややややややややややややややややややややややややややややややややや
難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難
病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病
ののののののののののののののののののののののののののののののののの
啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓
発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
ににににににににににににににににににににににににににににににににに
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

障
害
や
難
病
の
啓
発
活
動
に
対
す
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補
助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
ををををををををををををををををををををををををををををををををを
交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付
ししししししししししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままままままままままま

補
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を
交
付
し
ま
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バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
の
所

有
者
に
課
税
さ
れ
る

「　
年
度
軽
自
動
車

２９
税
」
の
納
税
通
知
書

を
５
月　
日
（
木
）

１１

に
発
送
し
ま
す
。
納

税
通
知
書
に
記
載
し
て
い
る
金
融

機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

原動機付自転車・二輪車・および小型特殊自動車など
税率区分

２,０００円５０cc以下

原動機付
自転車

２,０００円５０cc超９０cc以下
２,４００円９０cc超１２５cc以下
３,７００円ミニカー

３,６００円二輪の軽自動車など
（１２５cc超２５０cc以下）

６,０００円二輪の小型自動車（２５０cc超）
２,４００円農耕用のもの小型特殊

自動車 ５,９００円その他

三輪および四輪以上の軽自動車
初めて車両番号の指定を受けた日（自動車検査証の「初度検査年月」の日付）によって税
率が変わります。

税率
区分 新規登録後１３年超

（経年重課）※
27年４月１日
以降の登録車

27年３月３１日
までの登録車

８,２００円６,９００円５,５００円営業用
乗用四

輪
以
上

軽
自
動
車

１万２,９００円１万８００円７,２００円自家用
４,５００円３,８００円３,０００円営業用

貨物用
６,０００円５,０００円４,０００円自家用
４,６００円３,９００円３,１００円三輪

※新規登録から１３年経過した車両は、グリーン化を進める観点から、２８年度より経年重課
の税率が適用されます。なお、電気系自動車など（動力源または内燃機関の燃料が電気・
天然ガス・メタノール・ガソリン電力併用の軽自動車および被けん引車）は、経年重課
の対象外です。

グリーン化特例
２８年４月～２９年３月までに初めて車両番号の指定を受けた軽自動車で、環境負荷の小さい
ものについては、２９年度に限り税率が軽減されます。詳しい適用条件については市ホーム
ページをご覧ください。

税率
区分

おおむね75％軽減おおむね50％軽減おおむね25％軽減

１,８００円３,５００円５,２００円営業用
乗用四

輪
以
上

軽
自
動
車

２,７００円５,４００円８,１００円自家用

１,０００円１,９００円２,９００円営業用
貨物用

１,３００円２,５００円３,８００円自家用

１,０００円２,０００円３,０００円三輪

　
　
年
度
の
市
税
な
ど（
市
民
税・

２９
都
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
軽
自

動
車
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
）
の
納
期
限
は
下
表
の
通
り
で

す
。
　
納
期
限
ま
で
に
市
税
な
ど
を
完

納
し
て
い
な
い
と
、
延
滞
金
が
加

算
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
滞
納
処

分
が
行
わ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

納
付
に
お
困
り
の
と
き
は

　
病
気
・
事
故
・
災
害
な
ど
、
や

む
を
得
な
い
事
情

で
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、
で
き
る

だ
け
早
め
に
納
税

課（
市
役
所
２
階
）

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
納
税
課
☎
４
７
０
・

７
７
２
９
ま
た
は
☎
４
７
０
・
７

７
３
０
へ
。

２９年度市税などの納期一覧

軽自動車税後期高齢者
医療保険料

国民健康
保険税

市民税・
都民税

（普通徴収）
固定資産税・
都市計画税

第１期第１期５月３１日（水）
第１期６月３０日（金）

第１期第１期第２期７月３１日（月）
第２期第２期第２期８月３１日（木）
第３期第３期１０月２日（月）
第４期第４期第３期１０月３１日（火）
第５期第５期１１月３０日（木）
第６期第６期第３期１２月２５日（月）

第７期第７期第４期３０年　　　　
１月３１日（水）

第８期第８期第４期２月２８日（水）
第９期３月２６日（月）

　
消
防
法
で
は
、
一
定
規
模
以
上

の
防
火
対
象
物
に
は
、
防
火
管
理

者
を
選
任
し
、
消
防
計
画
の
作
成

を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。
消
防
計

画
に
は
、
自
衛
消
防
の
組
織
の
編

成
や
、
従
業
員
の
災

害
時
の
任
務
な
ど
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、

事
業
所
で
は
、
災
害

が
発
生
し
た
場
合
、

消
防
計
画
に
基
づ
い
て
、
１
１
９

番
通
報
、
初
期
消
火
、
避
難
誘
導
、

応
急
救
護
な
ど
の
自
衛
消
防
活
動

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
新
入
社
員
は
、
ま
だ
建
物
内
の

様
子
も
分
か
ら
ず
、
消
火
器
や
避

難
器
具
な
ど
の
位
置
や
使
用
方
法
、

避
難
経
路
も
十
分
に
把
握
し
て
い

な
い
の
が
実
情
で
す
。
い
ざ
と
い

う
と
き
に
１
１
９
番
通
報
、
初
期

消
火
、
避
難
誘
導
が
ス
ム
ー
ズ
に

で
き
る
よ
う
、
新
入
社
員
を
含
め

た
従
業
員
全
員
に
防
火
・
防
災
教

育
上
の
役
割
な
ど
を
具
体
的
か
つ

十
分
に
認
識
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
防

火
管
理
担
当
☎
４
７
１
・
０
１
１

９
（
内
線
５
２
０
）
へ
。

　
市
で
は
、
公
共
施
設
な
ど
を
活

用
し
て
子
育
て
支
援
機
能
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
児

童
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

◎
共
通
事
項

　
【
参
加
費
】
無
料

　
【
持
ち
物
】タ
オ
ル
、水
筒
。
屋

内
は
上
履
き
、
屋
外
は
帽
子

　
【
ご
注
意
】徒
歩
か
自
転
車
で
来

場
を
。
食
べ
物
の
持
ち
込
み
は
原

則
禁
止
で
す

　
【
そ
の
他
】内
容
は
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
動
き
や
す
い

服
装
で
参
加
を

　
申
し
込
み
は
当
日
現
地
で
受
け

付
け
ま
す
。

　
詳
し
く
は
児
童
青
少
年
課
児
童

青
少
年
係
☎
４
７
０
・
７
７
３
５

へ
。

◎
野
火
止
地
区
セ
ン
タ
ー

　
【
日
時
】
５
月
８
日
（
月
）
午
後

１
時
半
～
４
時
半

　
【
会
場
】
第
１
・
第
２
会
議
室

　
【
内
容
】「
母
の
日
工
作
（
ポ
ス

ト
カ
ー
ド
な
ど
）」「
室
内
遊
び（
大

縄
な
ど
）」

　
【
対
象
】乳
幼
児（
保
護
者
同
伴
）

～
小
学
生

◎
小
山
台
遺
跡
公
園

　
【
日
時
】
５
月　
日
（
土
）
午
前

２０

　
時
～
正
午
（
雨
天
中
止
）

１０
　
【
内
容
】「
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
遊
ぼ

う
！
＆
運
動
遊
び
」

　
【
対
象
】乳
幼
児（
保
護
者
同
伴
）

～
小
学
生

◎
本
村
小
学
校

　
【
日
時
】
５
月　
日
（
火
）
午
後

２３

４
時
～
５
時
半
が
小
学
生
、
５
時

～
７
時
が
中
学
・
高
校
生
年
代

　
【
会
場
】
体
育
館

　
【
内
容
】小
学
生
が「
鬼
ご
っ
こ

な
ど
の
集
団
遊
び
」、
中
学・高
校

生
年
代
が
「
多
面
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

な
ど
の
創
作
ス
ポ
ー
ツ
」

　
【
対
象
】小
学
生
～
高
校
生
年
代

◎
青
少
年
セ
ン
タ
ー

　
【
日
時
】
５
月　
日
（
木
）
午
後

２５

１
時
半
～
４
時
半

　
【
会
場
】
小
体
育
館

　
【
内
容
】「
ミ
ニ
ミ
ニ
運
動
会（
駆

け
っ
こ
、
ス
ポ
ン
ジ
玉
入
れ
な

ど
）」

　
【
対
象
】乳
幼
児（
保
護
者
同
伴
）

～
小
学
生

　
北
多
摩
第
四
選
挙
区（
清
瀬
市・

東
久
留
米
市
）
で
は
、
立
候
補
を

予
定
し
て
い
る
方
を
対
象
に
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
立
候
補
予
定

者
と
そ
の
関
係
者
は
、
必
ず
出
席

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
会
場
の

都
合
に
よ
り
、
出
席
者
は
１
候
補

２
人
ま
で
で
す
。

　
【
日
時
】
５
月　
日
（
土
）
午
前

１３

　
時
か
ら

１０
　
【
会
場
】清
瀬
市
健
康
セ
ン
タ
ー

２
階
第
１
・
第
２
会
議
室
（
清
瀬

市
中
里
５
ノ
８
４
２
）

　
【
持
ち
物
】筆
記
用
具
、書
類
を

受
領
す
る
方
の
印
鑑

　
当
日
受
付
票
に
記
載
す
る
た
め
、

立
候
補
予
定
者
の
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
住
所
・
電
話

番
号
・
本
籍
・
生

年
月
日
・
党
派
・

職
業
・
選
挙
管
理

委
員
会
か
ら
の
連

絡
先（
担
当
者
名・

電
話
番
号
）
を
確
認
し
て
来
場
し

て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
☎
４
７
０
・
７
７
９
０
へ
。

ト
ア
で
お
納
め
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
く
は
課
税
課

市
民
税
係
☎
４
７

０・７
７
７
７（
内
線

２
３
３
１・２
３
３

２
）へ
。

　
　
年
４
月
１
日
か
ら
、「
障
害
を

２８
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」（
い
わ
ゆ
る「
障

害
者
差
別
解
消
法
」）が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
障
害
者
、
難
病
患
者
へ

の
差
別
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、

障
害
、
難
病
へ
の
理
解
が
不
可
欠

で
す
。

　
市
で
は
差
別
解
消
法
の
周
知
と

理
解
の
促
進
の
た
め
、
障
害
者
、

難
病
患
者
な
ど
の
当
事
者
団
体
が

主
催
す
る
啓
発
事
業
に
対
し
、
活

動
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
【
対
象
】障
害
者
、

難
病
患
者
な
ど
の

当
事
者
団
体
が
主

催
す
る
障
害
、
難

病
疾
患
な
ど
の
啓
発
事
業

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
障
害
福

祉
課
☎
４
７
０
・
７
７
４
７
、
フ

ァ
ク
ス
（
４
７
５
・
８
１
８
１
）

へ
。

障
害
基
礎
年
金
に
つ
い
て

　
障
害
基
礎
年
金
は
、
国
民
年

金
の
加
入
者
ま
た
は
、
初
診
日

が　
歳
以
上　
歳
未
満
で
老
齢

６０

６５

基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
な
い

国
内
在
住
の
方
が
対
象
で
す
。

国
民
年
金
の
障
害
等
級
が
１
級
ま

た
は
２
級
に
該
当
し
た
場
合
、
障

害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
初
診
日
の
前
々
月
ま
で

に
保
険
料
を
納
め
た
期
間
（
保
険

料
免
除
等
の
期
間
を
含
む
）
が
加

入
期
間
の
３
分
の
２
以
上
あ
る
こ

と
、
ま
た
は
初
診
日
の
前
々
月
ま

で
の
１
年
間
に
未
納
が
な
い
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
　
歳
に
な
る
前
に
初
診
日
が
あ

２０
る
病
気
や
け
が
で
障
害
の
状
態
に

な
っ
て
い
る
方
（
国
民
年
金
の
障

害
等
級
が
１
・
２
級
に
該
当
し
た

場
合
）
も
、　

歳
に
な
る
と
障

２０

害
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
（
所

得
制
限
あ
り
）。

　
手
続
き
は
初
診
日
が
第
１
号

被
保
険
者
期
間
中
に
あ
る
場
合

が
、
市
役
所
保
険
年
金
課
ま
た

は
武
蔵
野
年
金
事
務
所
、
初
診

日
が
厚
生
年
金
や
第
３
号
被
保

険
者
期
間
中
な
ど
に
あ
る
場
合

が
、
武
蔵
野
年
金
事
務
所
で
す
。

　
詳
し
く
は
武
蔵
野
年
金
事
務

所
☎
０
４
２
２
・
５
６
・
１
４

１
１
へ
。

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ


